









































ターという韻律で書かれている。たとえば『ハムレット』の第三独白 “To be, or not to 


























わゆる典型的な American English を意識している。
母音
１．［æ］　これは日本語の母音で間に合わせてはいけない音。日本語の「エ」と「ア」
を同時に発音する。だから “can’t” は 「キャント」ではなく，「ケァント」， “canon” 
は「キャノン」ではなく，「ケァヌン」である。




 練習　bar,  hard,  garden,  far,  part,  farm,  ark,  star （これらの単語はアメリカ音
では［r］の音があとに続く。）［ɑ ː  ］は日本人の耳には「ア」というよりもいくぶん「オ」
のような音に聞こえる。（口の大きさは日本語の「オ」の大きさではなく，日本語の「ア」
よりも大きいが，使われている部位がのどであるため。）また［r］の音があとに続か
ない［ɑ ː  ］の音はイギリス音にあるのみで，アメリカ音では［æ］の音になる。例え
ば “fast” はイギリス音では［f ɑ ː s t］，アメリカ音では［f æ s t］，同様に “cast” はイ
ギリス音で［k ɑ ː s t］，アメリカ音で［k æ s t］，“bath” はイギリス音で［b ɑ ː ϑ］，アメ













たとえば，“saw” は［sɔ ː ］［ソー］であるが，日本語の癖で自然と “sow”［sou］［ソゥ］
という音になってしまうので要注意の音である。
 練習　all,  fall,  law,  always,  draw,  straw,  sauce,  ought,  flaw,  sausage, 
thought,  brought,  fought,  naughty,  walk,  autumn,  thaw
５．［ou］　この音は日本語の中にあるので，（特にアメリカ音は）われわれ日本人には
自然に出せる。まったく問題はない。
 練習（する必要もないが，）go,  toe,  note,  roll,  low,  beau,  oak,  home,  both, 
own,  hole,  woke,  coal,  old,  boat,  coat,  goat,  host
６．［i］　この音は日本語の「イ」ではない。日本語でいうと「イ」と［エ］の中間の音。
つまり東北弁の［イ］を出せばよい。






 練習　key,  green,  people,  east,  neat,  sheep,  tea,  bean,  seat,  beat,  heat, 
peak，  deed,  ease,  leave,  need,  meet,  seed
 （※　［i］と［i ː ］の発音の区別は日本人にとって非常に重要なことであるが，単語の
なかにはどちらの音でもよいものもある。たとえば，“creek” は［kri ː k］と発音する
人もいるし，［krik］と発音する人もいる。）
８．［u］　この音はだいたい日本語の「ウ」の音でよいが，舌に力を入れない。そのた
め “cook” が「コック」，“hook” が「ホック」といくぶん「オ」のように聞こえる。
 練習　book,  foot,  good,  nook,  look,  wood,  wool,  full,  put,  hood,  pull
９．［u ː ］　この音は唇をやや突き出して「ウー」という感じ。舌に力を入れる。［i］，［i ː ］
の場合と同じように，［u］，［u ː ］は同じ発音記号が使われているが，実際にはまった
く違う音である。［u］を伸ばして発音すれば［u ː ］になるというものではない。
 練習　boot,  food,  mood,  cool,  shoe,  fool,  pool,  Luke
 （※　ただし，アメリカ英語の中には［u］でも［u ː ］でもどちらでもよいものがある。
たとえば次の語など。room,  roof,  hoof〈単数の場合［huf］，複数の場合［hu ː vz］
と発音する人が多いようである。〉）





 練習　work,  word,  girl,  bird,  firm,  term,  early,  learn,  earth,  occur,  stir,  first, 
journey,  courage,  worry,  curry,  hurry,  earn,  murmur
11．［ɑr］　この音は2．で説明した［ɑ ː ］の後半の長音記号の部分を10．の［ər］に替える。
［ɑ ː ］はスペリングに “r” がはいっているかぎり，アメリカ音ではすべて［ɑr］になる。
［ɑ］の部分が少し日本語の「オ」のような音に聞こえることに注意。
 練習　bar,  hard,  garden,  far,  part,  star,  are,  heart,  cart
12．［ʌ］　日本語の「ア」より小さい口（「ウ」より大きい口）を開けて，短く「ア」と
発音する。（アメリカ音では多くの場合，［ə］の音になる。）
 練習　love,  much,  mud,  ultra,  ugly,  puppy,  under,  duck
13．［ə］　アクセントのある場合。日本語音では［ウ］の大きさに口を開けて［ア］と
発音する。




である。だから， stationは 「ステイション」ではなく，「ステイシュン」， canonは ［キャ
ノン］ではなく，「ケアヌン」である。ただ正しく発音されないからといってあまり
実害はない。















16．［j］　この音は日本語のヤ行の音である。ya, yi, yu, ye, yo のうち，今の日本語で
は yi と ye は発音しない。ye は比較的出しやすいが，yi が出しにくい。ya, yi, yu, ye, 
yo;  ya, yi, yu, ye, yo と何回か練習してから，次の単語で練習するとやりやすい。
 練習　yeast,  year,  yield,  yet,  yes,  yell,  yellow,  yearn,  unite,  Europe,  tune, 
few,  huge,  human,  amuse,  value,  yeoman,  yonder,  Yankee
 対比練習  日本語のア行を使う単語と，ヤ行を使う単語を対比して練習する。




 練習　wind,  wood,  weep,  wound,  wet,  wool（“wool” の母音は短い方の［u］で，
長母音の［u ː ］ではない。）wander （第 1 音節の母音は［ɔ］）， wonder, one, won （こ
れら 3 語の（第 1 音節の）母音は［ʌ］であるが，発音の仕方は日本語の「ア」より小
さい口（「ウ」より大きい口）を開けて，短く「ア」と発音する。アメリカ音では［ə］
の音になる。）　
 ［w］の音の練習の続き　well,  swim,  what,  why,  quick,  quit,  with,  anyone, 
wit,  wear,  wine























 練習　tank,  tip,  top,  tick,  till,  tap,  tool,  ticket,  time,  tale （tail),  Thames,  tear, 
tore,  tall
 これらの発音を日本語音で考えると，音節の数に注意しながら，（1 音節は手を 1 回た
たく間に出す音），tank「テハンク」（音節数 1），tip「ティヒツプ」（音節数 1），top「ト
ホップ」，または 「タハップ ｣ （音節数 1），tick「ティヒック」（音節数 1），till「ティヒ
ウ」 （音節数 1），tap 「テハップ」 （音節数 1），tool 「トゥフゥウ」 （音節数 1），ticket 「ティ









 対比練習　tick vs. stick,   till vs. still,   top vs. stop,   tile vs. style,   tear vs. stare 
(stair),   tool vs. stool,   tan vs. stand,   taste vs. state,   Tate vs. stay,   tore vs. 




“center” を「セ （ン） ナー」と，“twenty” を「トゥウェニー」と発音するのはごく普
















 練習　pat,  pin,  pan,  port,  pit,  pun,  peak,  peck,  pill,  pace,  people,  poop, 
pee





 ※　しかし，［t］の音と同じように sp-cluster（［p］の 音の前に［ s ］の音がくる場合）
の単語には気息音は付かない。
 対比練習　pat vs. spat,   pin vs. spin,   pan vs. span,   port vs. sport,   pit vs. spit, 





 練習　cat,  cab,  candle,  kit,  kill,  kid,  Kate,  cut,  cute,  kind,  camp,  coop, 
cool,  cope,  core,  cow,  care









 ※　また，同じように sk-cluster の場合は気息音がつかない。
 対比練習　cat vs. scat,   cab vs. scab,   candle vs. scandal,   kit vs. skit,   kid vs. 
skid,   kill vs. skill,   cool vs. school,   cope vs. scope,   care vs. scare,   Kate vs. 




























の変種，または［d］の変種になってしまう。（つまり，“water”， “butter”， “better”， 




 練習　lap,  land,  lake,  clean,  late,  climb,  class,  lag,  play,  lip,  lick,  let,  lead, 
lot,  look,  loop,  light,  long,  lie,  lay,  like,  black,  blame,  plenty










 練習　rat,  rich,  ring,  right,  rent,  room,  roof,  rain,  road,  wrong
 対比練習　light vs. right,   left vs. reft,   lent vs. rent,   link vs. rink,   lain (lane) vs. 
rain,   long vs. wrong,   lip vs. rip,   late vs. rate,   lock vs. rock,   leaf vs. reef, 







 練習　sin,  son (sun),  fine,  one,  fun,  plan,  plain (plane),  train
 これらの発音をカタカナで表記しようとすれば，sin「スィンヌ」，son (sun)「サンヌ」，






えば “kingdom” など。もし英語国民に「うんこ」と発音させたいなら，“ungko” と
スペラなければならない。
 練習　kingdom,  songbird,  King Kong,  Hong Kong,  strongly
32．［ s ］　この音は日本語の「サ」行の音だから，日本人には出しやすい。ただ，日本
語の「シ」は変則なので，［si］は一息に「スィ」と発音しなければならない。日本人
が “sit” という語を発音する時に，「シット」と発音すると英語国民には “shit” と聞
こえるので，要注意。
 練習　sip,  sit,  system,  sister,  simulate,  city,  silver,  sympathy,  sing
33．［ʃ］　この音は日本語でいうと，「シャ，シ，シュ，シェ，ショ」の音であるが，実
際にはもう少し深い音である。深い音を出すためには唇を少し突き出すとよい。
 練習　she,  shine,  shock,  show,  shut,  sure,  machine,  nation,  shovel










 練習　measure,  treasure,  vision,  mirage,  collision,  decision,  pleasure,
36．［ts］　この音は日本語の［ツ］の音だから，日本人には発音しやすい。（ただし日本
語のように母音を付けて発音してはいけない。）








 練習　seeds,  friends,  wards,  needs,  kids,  foods,  kinds,  minds
 対比練習　seeds vs. sees,   wards vs. wars,   needs vs. knees,   kids vs. keys, 
minds vs. mines（この対比練習は「破擦音 vs 摩擦音」なのである。）
38．［tʃ］　この音は日本語の「チ」の音であるから，われわれ日本人には発音しやすい。
（もちろん「チ」から母音を取った音である。）





 練習　Japan,  judge,  jump,  image,  major,  grudge,  orange,  juice,  ledger






 練習　think,  thing,  thank,  throat,  thrift,  bath,  through,  mouth,  month
41．［ð］　［ϑ］の有声音が［ð］である。これも出し方は知っているが習慣化していない
人が多い。場合によっては，“th” が消えることがある。たとえば，“in that case” は［in 
næt keis］［イ（ン）ネアッ（ト）ケイス］，“in this town” は［in nis taun］「イ（ン）ニ
スタウンヌ」，“among them” は［amʌŋ nem］「アマンネム」，“see them” は［si ː em］
「スィーエム」となる。
 練習　bathe,  that,  this,  those,  these,  though,  weather,  than,  then,  leather
42．［f］　いまでは殆どの日本人がこの音を簡単に出せる。歯で下唇を噛むと出るとい
われているが，実際には下唇と上の前歯を摩擦するとよい。無声音である。
 練習　fact,  fix,  fox,  fat,  friend,  flip,  float,  flap,  free,  flu,  Friday
43．［v］　［f］ の有声音である。出し方はまったく同じ。
 練習　very,  value,  ever,  vote,  vow,  valve,  vitamin,  veteran
44．“pro---” などの［p］の音。 その他「無声音と子音プラス母音の cluster」，すなわ






の音も母音抜きで発音しなければならない。［ s ］の場合は（“sky” の場合のように），
日本語自身が無声音化していることが多いため，問題ない。
 練習　problem,  plan,  plane,  train,  click,  quick,  quiet,  trend,  class,  track, 
truck,  treat,  trip,  trot
 ※　“please” が強められて日本語の「プフ」［pu］のような音で発音されることが
ある。それは活字では “puh-leeeeze” と表記されるが，「そんなバカなことを言わ
ないで，お願いだから。」（“Don’t say such a stupid thing.”; “Don’t make such a 





や “sizzling” の ［z］も「ズ」といえば間違い。）
 練習　blank,  brand,  blink,  blame,  drug,  drain,  drag,  gross,  glass,  （dazzling）
 要は，英語の「子音」と「音節」に特別の注意を払う必要があるということである。
46．［ h ］　この音は日本語の「ハ」行の音よりも弱い。時によっては，殆ど発音されな
いこともある。たとえば，“in his case” は「インニズケイス」，“on her dress” は「オ
ンヌドゥレス」と聞こえる。
おわりに　ここまで私がやってきたことは，いわばヴァイオリンの音を言葉を用いて説
明しようとするようなものである。英語の音を理解するためには，まず本物の音を聞
くこと，すなわち，ネイティヴ・スピーカーの音を聞き取ることである。しかしわれ
われ日本人には既に日本語の音の体系ができ上がってしまっているために，これが言
うほど簡単ではない。その時注意を払ってもらいたい英語の発音の特徴を指摘したの
がこの article である。学生諸君の英語発音練習に少しでも役立てば幸いである。
